
  
 
 

多様化と共に急激に変化する社会において健康の重要性が高まっています。特に厚生労働省の示す Total 
Health Promotion Planの様に、自主的・自発的な健康保持増進活動が求められています。国立大学法人千葉
大学大学院医学研究院消化器内科学（千葉県千葉市、教授：加藤直也、以下、「千葉大・消化器内科」という。）
と医療法人大宮シティクリニック（埼玉県さいたま市、理事長：中川高志、以下、「大宮シティクリニック」
という。）は、健康に生きるための新たな方策を探索する共同研究室として、「次世代予防医療創生講座」を２
０２３年 4月 1日に開設しました。 
 
 千葉大・消化器内科では早くから疾患予防の重要性を認識し、肝癌や胃癌などを中心に発癌機構の解明や脂
肪肝の発症機構の解明から予防法を研究してきました。これらの研究成果の社会実装により、皆が元気に過ご
せる未来の構築を目指しています。また、大宮シティクリニックでは「生涯健康のガイドライン創り～「生き
生き」と生きる、豊かな高齢化社会を目指して～」を理念とし、健診機能を有する診療所として予防医療の最
前線で活躍してきました。40 周年を迎え、次世代の健康を守るための新たな方策を創ることで社会に更なる
貢献をすることを目指しています。双方の目標・理念が合致し、本共同研究講座の設置に至りました。 
 
■共同研究講座の取組について： 
本研究講座では、千葉大・消化器内科で培われた研究成果と、大宮シティクリニックで得られる膨大な健康

情報を組み合わせ、社会に適合した予防医療法の開発を目指します。特に、運動による疾患予防法の開発に注
力していきます。例えば、脂肪肝に有効な運動を活用し、メタボリックシンドロームに関連した疾患に有効な
予防法の開発などを行います。また、予防とは少し異なりますが、癌治療の効果を上げる運動法の開発にも着
手します。腸腰筋という体の奥にある筋肉の量が、肝癌などの様々な癌の治療効果に影響することが知られて
います。日常的な運動が癌治療においてどのように有効なのかを示していきます。 
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